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＜目的＞

①天文センターの30㎝カセグレン望遠鏡を用い、CCDカメラによる天体観測を行う。
②システム効率を求める。

③限界等級を求め、実際に観測を行ってその限界等級が観測できるかどうかを調べる。

＜観測方法＞

観測に使用した機器：30cm反射望遠鏡
	口径
	300mm

	焦点距離
	5000m (F16.7)

	プレートスケール
	41 (arcsec/mm)


＜システム効率
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を求める手順＞
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D：望遠鏡の口径＝30cm
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：天体からフラックス
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：フィルタの波長範囲（4500～6000Å）
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ｍ：観測する星の等級
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：0等級の天体からの既知のフラックス
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N：画像上でのカウント
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：コンバージョンファクター

ｔ：積分時間

（1）～（3）式より
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＜限界等級ｍを求める手順＞
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：ノイズ成分
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：単素子辺りの検出された背景放射の光子数
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：検出器の単素子辺りの暗電流（今回は＝0として扱う）
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:検出器からの単素子辺りの読み出しノイズ
ｌ：検出する像の広がったピクセル数

（5）、（6）式を連立して
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についての2次方程式を解く。

すると、（4）式より
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が求まり、（1）式より
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が求まる。

よって、（2）式よりｍを求めるとそれが限界等級である。

＜観測データの評価＞

観測した星は以下のとおりである。

1 5.9等　赤経　1h36.4m　赤緯　+44°5’　

2 4.8等　赤経　1h19.4m　赤緯　+48°43’　(90upsilon Psc)

3 5.2等　赤経　1h11.1m　赤緯　+31°25’  (82 Psc)

Exposure timeは①が1秒、②が3秒、③が0.5秒。

ⅰ）システム効率
上記の方法で②、③の星について計算したところ、
②12％

③11％

と求まった。

ⅱ）限界等級

上記の方法で計算したところ、

S/N＝5のとき、12.27

S/N＝10のとき、11.52

S/N＝30のとき、10.31

となった。

＜限界等級について＞
実際に限界等級の星が観測できるかどうかという観測は、天候ためにできなかった。

代わりに、観測した星の周りにかすかに写っている限界等級に近い星がどのようなS/N比で写っているかを調べた。

1 に写っているかすかな星のデータをIRAFで求めると、

Aperture半径＝3

FLUX＝1879.313

MERR＝0.044

であることがわかった。

また、The Aladin Sky Atlasを使い、等級が10.5等であることが分かった。
MERRからS/N=25と求まった。

＜考察＞

システム効率に関しては②、③共にほぼ同じ値が得られたので、正しいシステム効率が求められたと考えられる。また、値的にも正しいと思われる。

限界等級についても、10.5等の星がS/N＝25とかなりぎりぎりでうかっており、計算結果ではS/N＝30のときの限界等級＝10.31となっているのでほぼ正しい値が得られたと考えられる。
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